
た
い
き

た
い
き
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

No.201
No.201
2025
令
和
７
年

７
月
発
行

発
行
／
北
海
道
大
樹
町
議
会

編
集
／
大
樹
町
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

発
行
／
北
海
道
大
樹
町
議
会

編
集
／
大
樹
町
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

一
般

質
問

4名
の
議
員
が
4項
目
を
問
う

4名
の
議
員
が
4項
目
を
問
う

P４
～
６

P４
～
６

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
2
回
定
例
会

日
高
山
脈
展
望
デ
ッ
キ
の
建
設
費
な
ど
を
追
加
補
正

日
高
山
脈
展
望
デ
ッ
キ
の
建
設
費
な
ど
を
追
加
補
正

P２
～
３

P２
～
３

・・・
・・・

「
行
政
区
と
町
内
会
の
課
題
と
見
直
し
」「
高
齢
難
聴
者
へ
補
聴
器
購
入
助
成
」な
ど

「
行
政
区
と
町
内
会
の
課
題
と
見
直
し
」「
高
齢
難
聴
者
へ
補
聴
器
購
入
助
成
」な
ど

議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
に
選
任
さ
れ
た
６
名
（
P9）



陳情書の採択

意見書の提出
「意見書」とは…
地方公共団体の公益に関して、議
会の意思を意見としてまとめた文
書のことです。
国や北海道などの関係機関に意見
書を提出して問題を解決するよう
要望し、大樹町議会としての考え
を表明することができます。

議会としての対応
所得税法第56条を廃止するの
ではなく、関連条項含め見直
しを求めるという主旨のもと、
意見書を関係大臣に提出。

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・
木材産業施策の充実・強化を求める意見書

「所得税法第56条及び関連事項見直しを求める
意見書」の採択を求める陳情書

議会へ提出された陳情書は総務常任委員会へ付託・審議
され、賛成多数で採択しました。

経済常任委員会で審議された意見書は定例会最終日に全会
一致で採択し、後日、関係大臣に意見書を提出しました。

日 高 山日 高 山 脈 を 望 め る脈 を 望 め る
展 望 デ ッ展 望 デ ッ キ を 新 た に 整 備キ を 新 た に 整 備

条例の一部改正や
補正予算など
15件を審議！！

避難道路２路線の舗装整備を計画！！
令和７年度から11年度までの５年間で、辺地に係る公共的施設の総合整備計画を策定しました。

「事業者の配偶者とその親族が事業に従事したとき、対
価の支払いは必要経費に算入しない」とする所得税法第
56条は、家族従事者の働きが公正に認められず、申告
方法により納税者を差別していることから、本条例を廃
止するべきとする意見書の提出を求める。

森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負担の少ない循環
型社会を形成するため、森林整備事業予算、治山事業予算
の十分な確保、ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・
林業・木材産業施設の充実・強化を求める。

問  菅 　敏範 議員
今回の計画は防災に関するものなので急ぐのではないかと考えるが。
特に浜大樹５号線延長工事に関しては早く行うべきだと思うが。

答   吉田総務課長
浜大樹５号線の工事は今年度設計の予算を議決していただいているので、来年度工事で終了
となっている。

施　設　名 事　業　費 整　備　目　的

美成７号支線
3億3,000万円

（このうち国からの
補助金は2億691万円）

国道336号から「北海道スペースポートのロケット射場」につな
がる未舗装道路を整備し、射場使用者が災害発生時に安全・迅速
な行動をとれるようにするため。

浜大樹５号線 2,190万円
国道336号から令和８年度完成予定の「浜大樹地区津波避難タワ
ー」につながる未舗装道路を整備し、住民が災害発生時に安全・
迅速な行動をとれるようにするため。
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第２回
定例会

議 案 審 議議 案 審 議
６月２日～６月６日開催６月２日～６月６日開催

日 高 山日 高 山 脈 を 望 め る脈 を 望 め る
展 望 デ ッ展 望 デ ッ キ を 新 た に 整 備キ を 新 た に 整 備

６月２日・６日
一般会計予算  １億5,098万1,000円 を追加補正

公共交通機関が運行していない「農村部」
にモデル地区を選定し実証実験を行う費用
を増額補正。

日高山脈襟裳十勝国立公園の誕生に伴い、
もいわ山森林公園に展望デッキを設置する
費用を増額補正。

農村部の交通空白を解消

日高山脈を望める場所を整備

交通空白解消緊急事業

森林環境整備促進事業

宇宙のまちづくり推進事業

高齢者健康増進センター維持管理費

大樹中央運動公園維持管理費

高齢者健康増進センターのエアコン、扇
風機やトイレのウォシュレットなどを整
備する費用を増額補正。

スケートリンク調整用の整氷車へ温水を
供給するボイラーが故障し、部品の供給
がなく修理ができないため、新たにボイ
ラーを設置する費用を増額補正。

高齢者健康増進センターの
室内環境を整備

整氷車用温水ボイラーを更新

LC-1射場完成後の北海道スペースポートの管
理を見据えて、コンセッション方式導入のため
の総合アドバイザー業務の費用を増額補正。

コンセッション方式の導入を検討 問  播間 章浩 議員
今回の総合アドバイザー業務の予算は大
きな金額がついているが、事業内容が確
定した後も町からの追加支援が必要にな
る可能性はあるか。

答   菅宇宙航空課長
指定管理と比較した結果、コンセッショ
ン方式がより有利という試算結果に基
づき予算を算定しているが、引き続き
町の支援は必要になってくると想定さ
れる。

用語解説
■コンセッション方式とは
　�利用料金を徴収する公共施設について、所有権
を自治体が有したまま運営権を民間事業者に
設定する方式。

　自由度の高い運営が可能となる。

※イメージ図
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町民の声を町政に届ける
播間 章浩 議員 ········ P5
◎道の駅の運営見直しについて

志民 和義 議員 ········ P6
◎�高齢難聴者へ補聴器購入助成に
　ついて

菅 　敏範 議員 ········ P4
◎大樹高校の入学生確保について

西山 弘志 議員 ········ P5
◎�行政区と町内会の課題と見直しに
　ついて

◆
一
般
質
問
と
は
◆

　

一
般
質
問
は
、
町
の
事

務
や
事
業
に
関
し
て
質
問

で
き
る
大
事
な
議
員
活
動

の
場
で
す
。

　

年
４
回
の
定
例
会
に
行

い
、
臨
時
会
で
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
質
問
時
間
は
30
分

　

大
樹
町
議
会
で
は
、
議

員
が
質
問
で
き
る
時
間
は

一
問
に
つ
き
30
分
以
内
で

す
。
答
弁
に
制
限
時
間
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
一
問
一
答
方
式

　

議
員
と
町
長
が
対
面
し

て
、
一
つ
質
問
を
し
て
、

一
つ
回
答
を
し
ま
す
。

・
事
前
通
告

　

質
問
し
た
い
議
員
は
、

前
も
っ
て
質
問
内
容
を
記

し
た
「
事
前
通
告
書
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

・
登
壇
順
（
質
問
順
）

　

原
則
と
し
て
、
通
告
書

の
提
出
順
に
質
問
し
ま
す
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一 

般 

質 

問

記
載
内
容
は

要
約
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
議
会
中
継
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

菅
すが

　 敏
としのり

範 議員

質問

答

厳しい環境での高校
入学生確保の考えは
地元進学率を優先し、管内・
道内・道外志望者確保をめざす

質
問　
大
樹
高
校
は
６
年
度
か
ら
普
通
科
地
域
探
究
科
に

な
り
、
推
薦
入
学
制
度
も
活
用
し
た
が
、
２
年
間
の
入
学
生

は
25
人
・
23
人
と
減
少
し
て
い
る
。
８
年
度
の
新
入
生
確
保

も
、
人
口
減
少
や
授
業
料
無
償
化
等
で
、
更
に
厳
し
い
環
境

な
の
で
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
聞
き
た
い
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

地
元
の
進
学
率
を
高
め
る
た
め
、
進

学
先
選
択
で
重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
把
握
に
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
。
南
十
勝
や
帯
広
市
内
の
中
学
校
を
訪
問

し
、
地
域
探
究
科
の
特
色
な
ど
の
説
明
を
し
て
い
る
。
道
内

道
外
に
向
け
て
は
、
地
域
み
ら
い
留
学
を
利
用
し
、
東
京
な

ど
で
開
催
さ
れ
る
高
校
進
学
フ
ェ
ス
で
大
樹
高
校
の
魅
力
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

答
（
伊
勢
学
校
教
育
課
長
）　

取
組
内
容
は
活
性
化
推
進
協

議
会
の
議
論
と
予
算
協
議
で
決
定
し
た
。

答
（
黒
川
町
長
）　

地
域
み
ら
い
留
学
の
取
組
は
、
Ｐ
Ｒ
活

動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
人
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
卒
業
生
の
多
く
が
他
の
高
校
に
進
学
す
る
理
由
に
、

少
年
団
・
部
活
動
と
高
校
の
部
活
動
と
の
連
携
不
足
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

部
活
動
の
活
性
化
に
向
け
て
は
、
活

性
化
推
進
協
議
会
で
情
報
共
有
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
高

校
の
要
望
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

道
教
委
の
指
針
で
は
部
活
動
及
び
外
部
指
導
者
の
認
可
・
承

認
ま
で
５
年
か
か
る
と
聞
い
て
い
る
。

質
問　
管
内
に
は
、
下
宿
や
寮
を
開
設
し
て
い
る
町
村
も

あ
り
、
部
活
動
を
含
め
通
学
が
困
難
な
管
内
入
学
生
に
も
宿

泊
施
設
を
確
保
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

８
年
度
は
、
管
内
の
遠
距
離
で
通
学

が
困
難
な
入
学
生
に
、
民
間
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
役
場
独
身

寮
の
空
き
部
屋
と
教
員
住
宅
の
活
用
も
検
討
し
た
い
。

大
樹
高
校
の
入
学
生
確
保
に
つ
い
て

Q1

４名の議員が
４項目について質問第２回定例会　一 般 質 問
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一 

般 

質 

問

質
問　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
運
営
体
制
見
直
し
に

つ
い
て
の
現
運
営
者
と
の
協
議
状
況
は
。

答
（
黒
川
町
長
）　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
に
つ
い

て
提
言
書
を
ま
と
め
た
検
討
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
コ
ス

モ
ー
ル
大
樹
の
運
営
主
体
で
あ
る
商
工
会
の
役
職
員
に
も
参

画
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
基
本
的
な
相
違
は
な
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

質
問　
指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
、
選
定
基
準
は
。

答
（
黒
川
町
長
）　

公
募
を
基
本
に
進
め
、
選
定
基
準
に
つ

い
て
は
地
域
資
源
の
活
用
や
雇
用
な
ど
の
経
済
効
果
、
施
設

整
備
や
運
営
支
援
な
ど
に
要
す
る
町
の
財
政
負
担
な
ど
を
考

慮
し
て
定
め
る
予
定
。

質
問　
公
募
に
つ
い
て
、
早
め
の
周
知
が
必
要
と
思
う
が
、

い
つ
頃
を
め
ど
に
公
募
を
す
る
の
か
。

答
（
松
久
企
画
商
工
課
長
）　

７
月
に
は
公
募
を
出
し
た
い

と
事
務
局
側
で
は
考
え
て
い
る
。

質
問　
選
定
基
準
に
つ
い
て
、
町
内
業
者
を
選
定
す
る
の

か
、
ど
こ
を
重
視
し
、
ま
た
誰
が
判
断
す
る
の
か
。

答
（
松
久
企
画
商
工
課
長
）　

選
定
方
法
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
る
方
法
を
考
え
て
い
る
。
基
準
に
つ
い
て
は
、
大

樹
町
指
定
管
理
者
手
続
等
に
関
す
る
条
例
に
沿
い
な
が
ら
選

定
委
員
会
で
決
定
し
た
い
。

質
問　
ノ
ウ
ハ
ウ
あ
る
会
社
と
町
内
業
者
を
交
え
な
が
ら
、

一
つ
の
町
内
会
社
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
の
考
え
は
。

答
（
黒
川
町
長
）　

町
内
町
外
と
い
う
部
分
で
は
、
ノ
ウ
ハ

ウ
の
部
分
も
加
味
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

質
問　
道
の
駅
の
運
営
事
業
者
が
変
わ
る
と
、
現
在
の
場

所
で
は
手
狭
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
将
来
的
な
道

の
駅
の
移
転
整
備
の
検
討
は
。

答
（
黒
川
町
長
）　

町
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
も
必
要
で
、
そ
れ
ら
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

道
の
駅
の
運
営
見
直
し
に
つ
い
て

Q1
播
は り ま

間 章
あきひろ

浩 議員

質問

答

道の駅の運営
見直しの時期は
目標は来年の4月を目指して
動きたい

記
載
内
容
は

要
約
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
議
会
中
継
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
にしやま

山 弘
ひ ろ し

志 議員

質問

答

行政区設置条例制定
から73年、見直しは
地域全体において機運の高まりが
必要と考える

記
載
内
容
は

要
約
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
議
会
中
継
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
問　
近
年
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
増
え
、

世
帯
数
が
増
加
し
て
い
る
行
政
区
が
あ
る
。
逆
に
過
疎
化
が

進
み
、
世
帯
数
が
減
少
し
て
い
る
行
政
区
も
あ
る
。
行
政
区

の
再
編
成
（
統
合
、
分
割
）
の
考
え
に
つ
い
て
。

答
（
黒
川
町
長
）　

長
年
一
体
で
活
動
し
て
き
た
地
域
を
再

編
成
す
る
場
合
、
地
域
の
ま
と
ま
り
や
住
民
活
動
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
行
政
を
含
め
た
当
事
者
間
の
十
分
な

話
し
合
い
と
合
意
形
成
が
必
要
と
考
え
る
。

質
問　
行
政
区
活
動
の
支
援
策
は
。

答
（
黒
川
町
長
）　

人
的
支
援
と
し
て
、
行
政
区
担
当
職
員

を
各
行
政
区
に
２
名
配
置
し
、
行
政
区
の
会
議
や
行
事
へ
の

参
加
や
協
力
、
活
動
に
必
要
な
情
報
や
資
料
の
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

質
問　
行
政
区
（
町
内
会
）
へ
の
加
入
促
進
の
支
援
は
。

答
（
黒
川
町
長
）　

住
民
票
の
異
動
手
続
き
に
来
ら
れ
た
際

に
、
窓
口
に
お
い
て
「
行
政
区
へ
の
転
入
・
転
居
情
報
の
提

供
に
つ
い
て
」
の
理
解
を
求
め
て
い
る
。

質
問　
行
政
区
（
町
内
会
）
と
地
番
の
整
理
に
つ
い
て
。

答
（
黒
川
町
長
）　

行
政
区
名
は
条
例
で
定
め
た
区
域
の
呼

称
で
あ
り
、
住
所
（
地
番
）
の
名
称
と
一
致
し
な
い
所
が
多

い
た
め
、
特
に
転
入
し
て
間
も
な
い
方
に
は
わ
か
り
づ
ら
い

も
の
と
思
う
。
住
所
変
更
を
実
施
す
る
際
は
、
ど
の
よ
う
な

手
法
で
あ
っ
て
も
住
民
の
皆
様
の
ご
負
担
を
伴
う
こ
と
と
な

る
た
め
、
地
域
全
体
に
お
い
て
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
て
も

住
所
を
変
更
し
た
い
と
い
う
機
運
の
高
ま
り
が
必
要
と
考
え

る
。 行

政
区
と
町
内
会
の
課
題
と
見
直
し
に
つ
い
て

Q1
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一 

般 

質 

問

志
し た み

民 和
かずよし

義 議員

質問

答

加齢性難聴者へ
補聴器購入助成は
実態把握を行い、制度創設
の場合の設計を進める

質
問　
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
助
成
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
。
既
に
過
去
の
一
般
質
問
で
も
取
り
上
げ
、

町
長
も
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
し
、
引
き
続
き
情
報
収
集
を

進
め
て
助
成
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
答
え
て
い
る
。

高
齢
難
聴
は
認
知
症
と
の
関
連
性
や
難
聴
に
よ
っ
て
社
会
参

加
へ
の
影
響
も
あ
る
。
早
い
段
階
か
ら
補
聴
器
を
使
用
す
る

こ
と
で
進
行
が
遅
く
な
る
と
お
聞
き
す
る
。
現
在
、
管
内
で

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
助
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

何
か
所
あ
る
か
、
ま
た
大
樹
町
に
お
い
て
も
補
聴
器
購
入
に

助
成
を
早
急
に
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
黒
川
町
長
）　

管
内
で
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購

入
助
成
は
10
町
で
助
成
し
て
い
る
。
10
町
で
調
査
し
た
と
こ

ろ
中
程
度
難
聴
（
40
㏈
～
70
㏈
未
満
）
で
医
師
の
証
明
が
あ

る
人
を
対
象
に
し
て
い
る
。
助
成
上
限
、
助
成
率
、
助
成
回

数
に
差
が
あ
る
。
補
聴
器
の
重
要
性
は
理
解
し
て
い
る
。
引

き
続
き
情
報
収
集
、
実
態
把
握
を
行
い
、
助
成
制
度
創
設
の

場
合
の
制
度
設
計
を
進
め
る
。

質
問　
全
国
の
自
治
体
で
は
30
％
近
く
の
４
６
４
自
治
体
で

助
成
し
て
い
る
。
身
近
な
例
で
は
今
年
に
な
っ
て
あ
る
会
議

で
「
マ
イ
ク
で
話
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
を
促
す
に
は
補
聴
器
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。
早

急
な
対
策
を
求
め
る
。

答
（
黒
川
町
長
）　

引
き
続
き
調
査
を
進
め
る
。

高
齢
難
聴
者
へ
補
聴
器
購
入
助
成
に
つ
い
て

Q1

記
載
内
容
は

要
約
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
議
会
中
継
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

高校生の感想

高校生議会に向け議会を傍聴
　６月４日、大樹高校の３年生28名が「総合的探究の時間」の授業の一環で、定例第２回
町議会の一般質問を傍聴しました。
　高校生は、傍聴席の定員の関係から、議場と会議室に分かれて交代で傍聴し、議会の雰囲
気を間近に感じながら、議員の質疑と町長の答弁のやりとりに熱心に耳を傾けていました。
　なお、高校生議会は10月に開催を予定しています。

一つの課題に色々な
視点から出た疑問を
深掘りし、多くの人
が納得できるよう議
論していると学んだ。

思ったよりも熱が
入っていて、議員さ
んが真剣に大樹町に
ついて考えているこ
とが伝わった。

一つの内容をすごく
深掘りして、町長の
回答に対して更に質
問していてすごい対
応力だと思った。

大樹高校をより良く
していこうという姿
を実際に見ることが
できてよかった。

議  場 会議室
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工事名 契約金額 契約の相手方 工事内容 工期

学習センター空
調設備設置工事

6,446万円
株式会社
北海道アルファ

・�室内機30台、室外機27
台を18室に設置
・電源改修工事　ほか

令和７年４月29日から
令和８年１月30日まで

第３回
臨時会

議 案 審 議議 案 審 議
4月28日開催4月28日開催

２年間の任期満了に伴い、議会運営委員会、総務常任委員会、経済常任委員会、広報広聴常任
委員会の委員の選任が行われ、次のとおり決定しました。
（常任委員の任期：令和７年５月１日から令和９年４月30日）

播間委員長

船戸委員長

寺嶋委員長

吉岡委員長

議会運営委員会

　委 員 長：播間　章浩
　副委員長：安田　清之
　委　　員：菅　　敏範
　　　　　　寺嶋　誠一
　　　　　　船戸　健二
　　　　　　吉岡　信弘

経済常任委員会

　委 員 長：船戸　健二
　副委員長：西田　輝樹
　委　　員：齊藤　　徹
　　　　　　安田　清之
　　　　　　西山　弘志
　　　　　　播間　章浩

総務常任委員会

　委 員 長：寺嶋　誠一
　副委員長：辻󠄀本　正雄
　委　　員：菅　　敏範
　　　　　　志民　和義
　　　　　　杉森　俊行
　　　　　　吉岡　信弘

広報広聴常任委員会

　委 員 長：吉岡　信弘
　副委員長：志民　和義
　委　　員：菅　　敏範
　　　　　　安田　清之
　　　　　　西田　輝樹
　　　　　　辻󠄀本　正雄

議会運営委員会・常任委員会の委員の選任

指名競争入札により工事業者を決定しました。

条例の一部改正や
財産の取得など
11件を審議！！

生涯学習センターに
エアコンを設置
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　議会改革の取組として、議会運営委員会の改選にあわせて議会運営を見直し、次のとおり運営
方法の一部を変更しました。

これまでは町長のみに反問権を与えていま
したが、副町長と教育長にも与えることに
しました。
これにより議論の論点、争点が明確化され、
議論が深まることが期待されます。

予算・決算審査特別委員会において認め
られていたパソコンの持ち込みが定例会、
臨時会、議員協議会においても認められ
ました。
これにより、議会のペーパーレス化が促
進されます。

各常任委員会・議会運営委員会で話し合わ
れた内容を広く知ってもらうため、委員会
の議事録をホームページで順次公開してい
きます。

小学校高学年や中高生の勉強できる場所づ
くりを目的に、議場の傍聴席を一部開放す
ることが決定しました。
詳細については決まり次第お知らせいたし
ます。

町長、副町長、教育長に
反問権を付与

執行機関側のパソコンの
持ち込みを認める

委員会の議事録を公開

議場の一部開放を開始

＜主な変更点＞

用語解説
反問権
　…�定例会や臨時会において、執行機関側か
ら議員に質問を行える権利のこと。

　　�議員の質問に対する背景、考え、根拠な
どを確認することができる。

１

３

２

４

議論された内容を
みなさんに知ってもらい、

開かれた議会を
目指します！

※イメージ図

向けた取組
行っています。今回はその内容についてお知らせします。

議会運営を一部見直し
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　議会は、住民の代表機関として、民意を広く
行政に反映させるため、国や町の事務などに関
する請願・陳情を処理することとなっています。

　請願とは、憲法に規定された国民の権利とし
て公の機関に対し、要望する行為で、紹介議員
が必要となります。陳情も同様に扱われますが、
紹介議員は必要ありません。

請願・陳情は
どなたでもできます

本会議や予算・決算審査特別委員会はライブ中継しています。
ライブ中継を見られない場合でも、録画中継をご覧いただけます。
スマートフォンやタブレット、パソコンなどで気軽に議会を傍聴
できますので、ぜひご利用ください。
大樹町議会チャンネルをチャンネル登録すると、ライブ中継や
録画中継が公開される際に通知を受け取ることができます。

YouTubeで議会中継をご覧いただけます！
大樹町議会大樹町議会
チャンネルチャンネル

ぜひ気軽に傍聴にお越しください

詳細は議会事務局へお問い合わせください

TEL 6-5035

次の定例会は次の定例会は
9月9月ですです

委員構成

設置目的・目標
　議員定数、議員報酬、政務活動費、議
会基本条例の制定など、議会改革に関す
る調査と研究を行います。
　住民との連携強化、議員の資質向上、
議会運営の効率化、情報公開の徹底など、
二元代表制の一翼を担う町議会の活性化
を目指します。

議会改革に
大樹町議会では、令和９年度の改選期に向け、議会改革の取組を

議会改革に関する調査特別委員会を設置
　６月２日の第２回定例会初日に、委員定数６名からなる議会改革に関する特別委員会の設置に
ついて委員案が提出され、可決されました。

委 員 長：菅　　敏範　　副委員長：播間　章浩
委　　員：安田　清之　　西田　輝樹　　船戸　健二　　寺嶋　誠一

9　　　　たいき議会だより（No.201）



会議・行事出席状況 令和７年１月１日から６月30日までに行わ
れた、会議や行事への出席状況をお知らせ
いたします。
行事については、議会へ案内のあったもの
を掲載しております。

○：出席　　×：欠席　　遅：遅参　　早：早退　　ー：対象外

開催日 会議・行事名
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

播間 寺嶋 辻本 吉岡 西山 船戸 杉森 西田 安田 志民 菅 齊藤
1月 7日 大樹消防団出初式 ○ ー

※団員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1月 8日
議員協議会 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 14回広報広聴常任委員会 ○ ○ ー ○ ○ ○ ー ー ー ー ○ ー

1月12日 はたちの集い ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月17日 議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1月28日
第 26回議会運営委員会 ○ ー ー ー ○ ー ○ ー ○ ○ ○ ○
第 1回臨時議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2月 6日 住民懇談会 ○ ○ ー ○ ○ ○ ー ー ー ー ○ ○
2月17日 議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2月25日 第 27回議会運営委員会 ○ ー ー ー ○ ー ○ ー ○ ○ ○ ○
3月 4日 第 1回定例議会　1日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月 6日
第 1回定例議会　2日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 10回総務常任委員会 ー ー ○ ○ ー ○ ○ ○ ー ー ー ○

3月10日 予算審査特別委員会　1日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
3月11日 予算審査特別委員会　2日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
3月12日 予算審査特別委員会　3日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

3月13日
予算審査特別委員会　4日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ー
第 28回議会運営委員会 ○ ー ー ー ○ ー × ー ○ ○ ○ ○

3月14日 第 1回定例議会　3日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

3月21日
第 29回議会運営委員会 ○ ー ー ー ○ ー ○ ー ○ ○ ○ ○
第 2回臨時議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4月 9日 第 15回広報広聴常任委員会 ○ ○ ー ○ ○ ○ ー ー ー ー ○ ー
4月16日 議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4月28日
第 30回議会運営委員会 ○ ー ー ー ○ ー ○ ー ○ ○ ○ ○
第 3回臨時議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5月11日 町民植樹祭 ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
5月14日 第 1回議会運営委員会 ○ ○ ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ○ ○

5月19日

議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 1回総務常任委員会 ー ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ○ ○ ー
第 1回経済常任委員会 ○ ー ー ー ○ ○ ー ○ ○ ー ー ○
第 1回広報広聴常任委員会 ー ー ○ ○ ー ー ー ○ ○ ○ ○ ー

5月20日 大樹消防団春季演習 ○ ー
※団員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5月27日 第 2回議会運営委員会 ○ ○ ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ○ ○

6月 2日

議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 2回定例議会　1日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 2回総務常任委員会 ー ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ○ ○ ー
第 2回経済常任委員会 ○ ー ー ー ○ ○ ー ○ ○ ー ー ○

6月 4日

第 2回定例議会　2日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 3回議会運営委員会 ○ ○ ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ○ ○
議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 2回広報広聴常任委員会 ー ー ○ ○ ー ー ー ○ ○ ○ ○ ー

6月 6日
第 2回定例議会　3日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 1回議会改革に関する調査特別委員会 ○ ○ ー ー ー ○ ー ○ ○ ー ○ ○

6月22日 コスモスの種まき × ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
6月26日 第 27回広尾町・大樹町議員研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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一目でわかる 審議結果審議結果

第
３
回
臨
時
会

大樹町税条例の一部改正 原案可決
地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴う条例の一部改正。
大樹町国民健康保険税条例の一部改正 原案可決
国民健康保険法施行令の一部を改正する政令等の公布に伴う条例の一部改正。
大樹町国民健康保険条例の一部改正 原案可決
国民健康保険法施行令の一部を改正する政令等の公布に伴う条例の一部改正。
大樹町病院事業の設置等に関する条例の一部改正 原案可決
診療科目の増設に伴う条例の一部改正。
令和７年度大樹町一般会計補正予算（第１号） 原案可決
歳入歳出それぞれ121万3千円を追加。
令和７年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
歳入歳出それぞれ13万5千円を追加。
工事請負契約の締結　※２ 原案可決
学習センター空調設備設置工事の請負契約を6,446万円で締結。
工事請負契約の締結　※２ 原案可決
北海道スペースポート整備工事の請負契約を6億2,935万4千円で締結。
財産の取得　※１ 原案可決
水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型を5,918万円で取得。
常任委員及び議会運営委員会の選任 選　任
任期満了に伴い、常任委員会と議会運営委員会の委員を選任。
常任委員会及び議会運営委員会の委員長及び副委員長の選任 選　任
任期満了に伴い、常任委員会と議会運営委員会の委員長及び副委員長を選任。
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令和６年度大樹町一般会計繰越明許費繰越計算書 報告済
令和6年度大樹町一般会計から1億8,680万円を翌年度に繰り越し。
大樹町固定資産評価審査委員会委員の選任 同　意
委員に妹尾美晴氏を再任することに同意。
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定 原案可決
美成7号支線、浜大樹5号線を避難道路として改良舗装するための総合整備計画を策定。
大樹町子ども・子育て支援会議条例の一部改正 原案可決
児童福祉法の一部を改正する法律の公布に伴う条例の一部改正。
令和７年度大樹町一般会計補正予算（第２号） 原案可決
歳入歳出それぞれ1億5,084万1千円を追加。
令和７年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
歳入歳出それぞれ212万2千円を追加。
令和７年度大樹町水道事業会計補正予算（第１号）

原案可決収益的収入を752万8千円追加、収益的支出を1,517万5千円追加。
資本的収入を1,201万7千円追加、資本的支出を2,403万5千円追加。
工事請負契約の締結　※２ 原案可決
美成7号支線避難道路整備工事の請負契約を1億314万7千円で締結。
工事請負契約の締結　※２ 原案可決
寿町団地4号棟新築工事（建築主体）及び外構工事の請負契約を1億2,958万円で締結。
財産の取得（小中学校）※１ 原案可決
随意契約によりタブレット端末一式（451台）を2,331万6,700円で購入。

全会一致の議案

次のページへ続く
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財産の取得（学校給食センター）※１ 原案可決
指名競争入札により洗米機一式を2,123万円で購入。
議会改革に関する調査特別委員会の設置

原案可決議員定数、議員報酬、及び議会基本条例の制定等、議会改革に関する調査研究をするため、
特別委員会を設置。
委員及び特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

原案可決国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部が改正され、交付されたことによる
条例の一部改正。
令和７年度大樹町一般会計補正予算（第３号） 原案可決
歳入歳出それぞれ14万円を追加。
「所得税法第５６条及び関連事項見直しを求める意見書」の採択を求める陳情書

採　択所得税法第56条を撤廃するのではなく、関連を含め早期に国に対して見直しを求めるという
趣旨のもと、賛成多数で採択。
ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求め
る意見書 原案可決
森林整備・治山事業予算の十分な確保、森林資源の循環利用推進のための支援を充実・強化
することを求める意見書を提出。

※1：予定価格700万円以上の財産の取得は議会の議決が必要です！
※2：5,000万円以上の工事請負契約の締結は議会の議決が必要です！

昨年行われた南十勝町村議会議員研修会（大樹町）

令和６年 議会活動状況

定例会 臨時会 一般質問
延べ人数

一般質問
延べ件数

議会
傍聴者数

12日 4日 21人 25件 40人

議会の開催

条　例 予　算 決　算 意見書 その他 合　計
21 42 8 2 28 101

議決件数 （単位：件）

職　名 本 会 議 委 員 会 全員協議会 研修・視察 会 議 出 席 行 事 な ど 合　計
議　　長 16 18 14 13 22 155 238日
副 議 長 16 29 14 9 4 18 90日
議員平均 16 17 14 8 2 7 64日

議員活動日数 （単位：日）

（令和６年1月～令和６年12月）

広報広聴常任委員会
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